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谷口 英樹教授（副査）による審査会の 2 回に分けて、平成 28 年 3 月 24 日と






















































築ではなく組織培養なので、in vitro 精子形成と言うよりは ex vivo という
表現がふさわしいのではないか？ 
Ex vivo という表現がふさわしいです． 
 
3．長期培養後の伸長精子細胞が不鮮明で正常な構造ではない印象を受けま
す．顕微授精の成績が in vivo と同等だとしても、実は in vitro の半数体は
分化成熟が不良な奇形が多いにもかかわらず顕微授精の段階で良質な半数体
が選ばれているだけ、という可能性があるのではないでしょうか？ 
精子の奇形や成熟不良を疑わせる所見が in vivo と比べて多く認められてお




































6．ヒトでは in vitro 精子形成に成功しているのでしょうか？ 
未だ成功した報告はありません． 
 
上記、審査発表、質疑応答の結果、審査委員一致の結論として、本論文は、
横浜市立大学医学博士号（甲号）を能うに必要十分な研究成果を示したもの
と判断された。 
 
